
第 2回 湯浅町水道料金等審議会 議事録 

 

日時 令和 4年 4月 23日（土）  

                10:00～10：50 

場所 湯浅えき蔵 会議室    

         

出席者：委員 15名 

欠席者：なし 

事務局：（町）水道事務所 2名 総務課 1名  ほか 

 

（会次第） 

１． 開 会 

２． 委員紹介 

３． 審議について 

(1) 施設の経年状況と耐震性能 

(2) 管路の耐震性能 

(3) 災害時における断水想定と対策の方向 

(4) 今後 10年間の更新スケジュール案 

(5) 水需要予測 

(6) 財政シミュレーション 

４． その他 

５． 閉 会 

  



１． 開 会 

事務局より資料の確認及び会長の挨拶。 

２． 委員紹介 

事務局より名簿順に紹介。 

（委員、事務局の紹介及び変更となった委員の引継ぎの報告） 

３． 審 議  

事務局より「第 2回湯浅町水道料金等審議会」及び「資料１０～１７」について

説明 

（質疑応答） 

委員との質疑やりとりの要旨は下記のとおり。 

（質疑）今年のふるさと納税はいくらぐらいだったか。ふるさと納税を公共事

業に活用していたと思うが、例えばこの建物（湯浅えき蔵）の建設費

用の財源の一部に充てているとも聞いている。今後予定している事業

はあるか。また、ふるさと納税の収入が安定しているなら、ふるさと

納税を今後の水道更新費用に回せないか。 

（回答）ふるさと納税額は、ここ 2～3 年で 32～33 億円程度頂いており、3 割

程度が収入として残ります。今後の事業としては一番大きな事業とし

ては栖原のポンプ室が令和 7～8 年までかかる予定であり、30 億円く

らいの事業となります。その他に方津戸～栖原への急勾配の道路や斎

場の建て替え等、今後も事業が続く予定です。 

 ふるさと納税の一部を（水道事業に）補填することについてですが、

水道は公営企業会計であり、公営企業法で独立採算が定められていま

す。基本は水道料金による収入で賄うことが原則となっています。繰

入には基準が設けられており、消火栓の設置や、公園その他の公共施

設において水道を無償で公共の用に供するために要する経費、現在実

施中の国道の配水管布設替えに伴う費用の一部などで一般会計から

の繰り入れなども行っています。 

 今後、水道会計が赤字になることに対して補填するというのは、繰出

の基準には入っていませんので、公営企業法的には好ましくないので

はないかという考えです。そのため、補填というのは厳しいと考えて

います。 

  

（質疑）1万円の配布があったがそれは補助金か、ふるさと納税か。 

（回答）1万円の給付金は国からのコロナ対策の臨時交付金です。 

 



（質疑）水道の管路や浄水場について健全なもの、老朽化したものに分けて、

水道料金をどうするかを検討しているが、災害があった場合に水を最

も必要とし命にかかわるのは病院や高齢者の施設、消防の消火栓、災

害対応を行う役所などがある。病院などの施設が集中している地域な

どに水が配れるように検討されたのか、災害対策本部など災害時の対

応が可能なように検討されたのか、どのような考えをされたのか。 

（回答）前回頂いた災害時にどうするかという意見を受け、計画を見直したと

ころです。各地域に送る配水管の基となる大きな管が壊れると、全て

が止まるためそこをまず直すことを考えています。 

 

（質疑）老朽管を更新していくことは必要ですが、現在の状況で災害が起こっ

た場合、何日くらい水が止まる可能性があるのでしょうか。 

（回答）具体的な被害シミュレーションは行っていませんが、最大クラス（震

度７）の場合、全域断水となります。その復旧には相当な日数を要す

る見込みです。地域防災計画では災害発生 1週間後に約 50％、1ヶ月

後には完全復旧を目指す方針となっています。 

 その他に災害時の対応として給水班を設け、給水車などで各地域へ水

を配ることになります。 

 

（質疑）第 1回の時にこのレベルまで値上げがしたいという話がありましたが、

次の第 3回までにどのくらいの値上げを想定しているか案を事務局で

作成して頂けるのか。水道料金の減免が 9月末に終わり、もとの水道

料金に戻ることで、住民目線では値上げという感覚になる。それに加

えて審議会で決定したら値上げとなり、また値上げという感覚を受け

ることや、物価上昇で住民の生活も苦しい状況であるので、極力負担

にならない方法としてほしい。 

（回答）前回、広川町との料金の格差という話もありましたので、その辺りも

踏まえまして、一気に上げるのか、段階的に上げていくのか、極力負

担にならないような料金の内容について次回審議会までに検討した

いと考えております。 

４． その他 

次回の開催日程について、お配りした審議会スケジュールに第 3 回以降の日付

を記載していますが仮となります。第 3回については令和 4年 6月 4日となってい

ますが、6 月末に変更させて頂きたいと思っております。詳細が決まりましたら、

連絡させて頂きます。 



５． 閉 会 

 


